
国
の
悪
政
に
Ｎ
Ｏ
！

人
が
大
切
に
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

下田市伊勢町さわと商店に生まれる。77 才 ( 下田小・中、下田北高卒 )
法政大学文学部哲学科卒　
現在　下田市議会議員 4 期、日本共産党下田市委員会委員長
　　　すべての原発をとめよう伊豆半島住民連合会役員

あかつき　2019 年3月号外　日本共産党下田市委員会は、以上の見解を発表しました。

連絡先〒415-0028　下田市吉佐美 1588　Tel・Fax  23-3700

　勤労統計のごまかし、消費税増税、さらに憲法改悪をもくろみ、数の力で暴走する

安倍政権を終わらせたいと思います。私は国の悪政から市民のくらしを守ることが市

政の重要な役目であると考えます。そして、行政と業者の癒着を許さず、予算など市

民の立場に立ってのチェック役こそ議会本来の姿であり、その立場を貫いてきました。

　人が大切にされ、みんなが豊かに暮らしつづけられる町づくりをみなさんと共に進

めていきたいと思います。

略
歴

さ
わ
と
さ
ん
を

 

応
援
し
ま
す

国の悪政にＮＯ！といえる市議会にしよう！

原発ゼロ・戦争する国づくりに反対します

さわと英信がめざす政治革新

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
規
制
や
防
災
対
策

を
は
じ
め
、
地
域
の
た
め
に
働
く
さ

わ
と
さ
ん
は
党
派
を
超
え
て
信
頼
で

き
る
人
で
す
。

　
　
　
　
　
　

吉
佐
美　

笹
本
貞
夫

　

脱
原
発
や
憲
法
守
れ
の
平
和
運
動

の
先
頭
に
立
ち
、
行
政
に
も
詳
し
く

市
政
の
チ
エ
ッ
ク
役
と
し
て
ど
う
し

て
も
必
要
な
人
で
す
。　

 
 

　
　
　
　
　
　

大
賀
茂　

増
田
政
男

　

さ
わ
と
さ
ん
は
介
護
や
生
活
相
談

に
も
親
身
に
応
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
た
め
に
働
く
人
で
す
か

ら
、
ぜ
ひ
応
援
し
ま
す
。

 

　

 

六
丁
目　

須
貝
恵
津
子

　

生
粋
の
下
田
人
、
困
っ
た
人
を

ほ
っ
て
お
け
な
い
人
、
ミ
サ
曲
合
唱

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
、
私
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
展
示
を
か
か
さ
ず
見
に
来
て

く
れ
る
人
、
不
正
義
を
許
さ
な
い
、

市
政
に
絶
対
必
要
な
人
で
す
。

　
　
　
　
　
　

  
稲
梓　

土
屋
洋
子

さわと英信
澤　　　　　　　　　登　　　　　ひ　で　　　　の　ぶ

日本共産党下田市議会議員

浜
岡
原
発
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

　
　

防
災
対
策
の
強
化
を
求
め
ま
す

　

避
難
路
と
し
て
の
県
道
下
田
南
伊
豆

線
の
拡
幅
、
避
難
所
の
設
置
や
消
防
団

詰
所
の
高
台
移
転
、
上
下
水
道
の
震
災

対
策
、
住
居
の
耐
震
化
が
必
要
で
す
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
土
石
流
や
崩
壊
危
険

箇
所
は
五
百
九
十
九
ヶ
所
も
あ
り
ま
す
。

一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い

 

　

ま
ち
づ
く
り
を
！

県道下田南伊豆線

市政政策続き

消費
税

増税
NO! 暮らしと営業

を守ります

核兵器廃絶、
原発にたよら

ない社会を！

　　　軍事費
を削減し、福祉

の充実、災害
対策の強化を

！

９条
改憲
NO!


